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識した。そこで、2006 年 10 月～ 12 月にかけて、関西以北の小・中・高の教員 702 名
を対象に、中教審答申内容に基づいたアンケート試行調査を実施した（JACET 教問研
2007）。2007 年度には、早稲田大学から申請した上記研究内容に関する科研費（基盤
研究 B）が採択され、改正教育 3 法成立後の 9 月に、アメリカ（カリフォルニア、マサ
チューセッツ）、カナダ（ケベック、オンタリオ）に調査チームを派遣した（筆者はカナ
ダ・チームに所属）。10 月～ 12 月にかけては、前年度の試行調査を基に、全国調査を実
施し、すべての都道府県の教員から回答（2897 通）を得た（JACET 教問研 2008）。さ





























































に遂行するため、50 人の委員によって運営されている。そのうち 26 人は各学校レベ
ルから選挙で選ばれた登録教員で、他に地方教育委員会代表、教育長、社会福祉士、
高等教育機関代表、教会代表、私学協会代表（18 名）、政府から指名された保護者、
財界人、特殊教育関係者（6 名）で構成されている。委員は 4 年に 1 度改選される。
　⑷　教員に対する具体的支援

















と連携を図っている (Clarke 2008) 。
1.2．教育監査・評価機関
1.2.1. 勅任教育視学官（Her Majesty Inspectorate of Education: HMIE）
　2001 年に SEED から切り離され、行政府直属の機関となった。毎年、順次、公立・
私立の就学前教育機関、初等 ･ 中等学校、特殊学校、社会教育施設、大学などの教育の
質を査察し評価報告書を出している。初等学校については 2009 年、中等学校について
は 2008 年までにはすべての査察を終了する予定で、その後は 6 年に 1 度程度の割合で
査察を行うとしている。また、地方教育委員会の教育機能や教員教育を査察するとともに、
共同して子どもに対する教育の質を評価する（HMIE 2008）。


















2.1.1. 正規教員登録基準（Standard for Full Registration: SFR）





















　 　この 3 つの領域の下に、23 項目の専門基準（standards）が分類され、それぞれの基準
に 2 ～ 8 の下位項目が専門実践の例示として箇条書きに記述されている。（GTCS 2006a）


















　 　大枠、つまり 3 つの領域とその下位項目は、SFR と同じである。SFR では、それぞ
れの領域の下に、「専門基準」と「専門実践の例示」としてベンチマークが記載されて
いるが、SITE では、それぞれ「基準の要素」｢ もとめられる特性 ｣ としている。つまり、
教職課程の最終段階で求められる資質能力基準としての SITE は、教員としての閾値
を示したものである。（GTCS 2006b, GTCS 2006c）
2.2. 教員教育のプロセス


























Initial Teacher Education Courses in Scotland: GITEC）」（SEED 2006）に基づいて、









(lecturing staff) と教育担当の専任教員である (teaching fellows)。前者は研究業績が重
んじられ、年 1 回審査を受ける。研究が不満足の場合は、teaching fellow (staff) に降格
されたり、場合によっては職を失うこともある。大学の教員は競争が激しいので、審査
委員会の審査は厳しく行われる。後者の研究の主体は教授法に限られる。Non-academic
は主に小 ･ 中 ･ 高の現職教員で、非常勤である (teacher fellows)。Teaching fellow の下
で、教員養成や現職研修を担当する。大学の評価は 4 年に 1 度で、研究の量と質によっ




（SITE）に従って行われるが、「SITE はあくまで骨格である。学生たちは SITE を読んでも












3.4.1. 教員資格（学士）（Teacher Qualification: TQ）
　初等・中等教育の教員資格を取得するためには、基本的にフルタイムで 4 年間、パー
トタイムで 4 年に相当する年月がかかる。教育学士取得コースでは、最低 30 週の実習
が必須で、その半数以上は 3 ～ 4 年生で行われる。一方、学士と教員資格を別々に出すコー
ス（中等学校教員の場合は、フルタイムで 3 年半）では、実習は 18 週以上と定められ
ている。
3.4.2. 大学卒教員資格（Professional Graduate Diploma in Education: PGDE）
　フルタイムで最低 36 週、パートタイムで 36 週に相当する年月を必要とする。そのう
ち少なくとも半分の 18 週の実習が必要である。（GTCS　2006d）
3.4.3. 教育実習評価
　スターリング大学では、教育実習を 3 期に分けて課している。そのうち、「実習 2」と「実
習 3」および実習の課題について触れておく。
　⑴　「実習 2」：3 年春に 5 週間行われる。実習の期間、大学担当教員（tutor）は週に
　 1 ～ 2 回実習校を訪問し、適宜指導をする。評価表は、大学、学校、教育委員会のスタッ






る実習生の評価は、大学の判断と対等に重視される。（University of Stirling 2008a）












　　　□優秀学生として推薦 (3 領域とも「優秀」の評価 )
　　 　最後に、評価を受けた後の学生の自己評価記載欄がある。（University of Stirling 
2008b）
　⑶　課題：Bruce (2008) によると、実習評価表のフォーマットは大学によってまちま
　 ちであるという。評価のポイントは、いずれも SITE に基づいてはいるが、実習生を
受け入れる学校にとって煩雑なので、統一する必要があると指摘していた。
４．見習い（新任）教員教育
　新任教員教育は、登録教員基準（SFR）と新任教員教育計画（the Teacher Induction 
Scheme: TIS）によって枠組みが規定されている。大学で教員資格を認定され、GTCS
に仮登録された見習い（新任）が TIS に従って研修を行うと、190 日で修了する。別ルー
トで研修を受けると 270 日を要する。雇用形態は 1 年間の契約で、給料は他の職種の初
任給に匹敵する額が保障されている。（GTCS 2008b）
4.1. TIS に見る新任教員教育の理念














であったようである（The Scottish Government/GTCS 2008）。新任教育の配属先が決
まると、教育のプロセスが始まる。8 月～ 12 月、1 月～ 12 月の２期制で指導が行われる。
指導教員との面談各12回、研究授業4～５回（指導教員以外の第3者も参観）、評価会議（新
任、指導教員、第 3 者、校長）が各 1 回行われる。評価会議には研修ポートフォリオと
自己評価表の提出が課せられる。前期は、中間評価表が GTCS に提出され、進歩に懸念
がある場合には、教育委員会と GTCS の担当官に連絡・相談する。後期には、GTCS に






















　　Specific ( なすべきことを具体的に述べる )







5.1. 継続的教員研修 (CPD) の枠組み
　スコットランドでは、CPD が強調されていることはこれまで繰り返し述べてきたとお




5.1.1. 優秀教員（Chartered Teacher: CT）
　⑴　CT の認定方法
　 　登録教員になってから 5 年以上の自己評価実績を前提に、CT として認定されるルー




















































































































要件」（大辞泉）であり、その英語は standards で , “a level of quality that is normal 





















































































を前提としている。さらに、合計 18 週間以上に及ぶ教育実習、最低 1 年間の見習い研
修期間、現職教員研修という教歴全体を通しての教員の成長に関し、連携関係が大きな
役割を果たしている。一方、日本の中等学校教員志望者の実習期間は 2 ～ 4 週間で、実
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